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玉前神社

一宮商業高 一宮小

一宮中

消防署
一宮町役場

ローソン

ホテル一宮
シーサイド
オーツカ

魚平
稲花酒造

九
十
九
里
一
宮
大
原
自
転
車
道

飯
岡
一
ノ
宮
線

一宮
乗馬センター

東浪見小

東浪見寺

伊勢化学一宮工場

ファミリー
マート

セブンイレブン

せんどう

JAグリーン
ウェーブ

一宮幹部交番

○×

JR東浪見駅

ホテル一宮館

新一宮大橋

一宮
海水浴場

新一宮橋

中之橋

128

128

128

30

228

148

釣ヶ崎
海岸
広場

JR上総一ノ宮駅

ローソン

無料観光循環バス
12月21日●～1月10日●12月21日●～1月10日●木 水

停留所名 1便 2便 3便 4便

一宮いっちゃん
（一宮町イメージキャラクター）

中
央
コ
ー
ス
（
日
・
火
・
木
曜
日
）

８：５０
８：５３
８：５４
８：５６
８：５７
９：０１
９：０２
９：０３
９：０５
９：０８
９：１０
９：１３
９：１５
９：１７
９：１９
９：２０
９：２２
９：２４
９：２６
９：２８
９：３０
９：３４
９：３７
９：３８
９：３９
９：４１
９：４２
９：４３

１１：２３
１１：２０
１１：１９
１１：１７
１１：１６
１１：１２
１１：１１
１１：１０
１１：０８
１１：０５
１１：０３
１１：００
１０：５８
１０：５６
１０：５４
１０：５３
１０：５１
１０：４９
１０：４７
１０：４５
１０：４３
１０：３９
１０：３６
１０：３５
１０：３４
１０：３２
１０：３１
１０：３０

１３：５０
１３：５３
１３：５４
１３：５６
１３：５７
１４：０１
１４：０２
１４：０３
１４：０５
１４：０８
１４：１０
１４：１３
１４：１５
１４：１７
１４：１９
１４：２０
１４：２２
１４：２４
１４：２６
１４：２８
１４：３０
１４：３４
１４：３７
１４：３８
１４：３９
１４：４１
１４：４２
１４：４３

１６：１３
１６：１０
１６：０９
１６：０７
１６：０６
１６：０２
１６：０１
１６：００
１５：５８
１５：５５
１５：５３
１５：５０
１５：４８
１５：４６
１５：４４
１５：４３
１５：４１
１５：３９
１５：３７
１５：３５
１５：３３
１５：２９
１５：２６
１５：２５
１５：２４
１５：２２
１５：２１
１５：２０

JR上総一ノ宮駅東口
新浜海岸入口交差点
地曳網小屋前
一宮海岸
海岸広場
新浜
ホテル前
乗馬場前
東浪見海岸
釣ヶ崎海岸
釣
綱田
綱田跨線橋下
枇杷畑・権現前
大村
岩切
矢畑・稲荷塚
１区集会所
JR上総一ノ宮駅東口
郵便局前
商店街
宮原
船頭給県営住宅前
グリーンウェーブ前
船頭給
15区
一宮町役場
JR上総一ノ宮駅東口

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

停留所名 1便 2便 3便 4便

北
部
コ
ー
ス
（
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
）

９：２５
９：３０
９：３２
９：３３
９：３４
９：３５
９：３６
９：３７
９：３８
９：３9
９：40
９：４２
９：４３
９：４４
９：４６
９：４８
９：５１
９：５２
９：５３
９：５５
９：５６
９：５７
１０：００
１０：０４
１０：０６
１０：０８

１１：３３
１１：２８
１１：２６
１１：２５
１１：２４
１１：２３
１１：２２
１１：２１
１１：２０
１１：19
１１：１8
１１：１６
１１：１５
１１：１４
１１：１２
１１：１０
１１：０７
１１：０６
１１：０５
１１：０３
１０：０２
１１：０１
１０：５８
１０：５４
１０：５２
１０：５０

１４：２５
１４：３０
１４：３２
１４：３３
１４：３４
１４：３５
１４：３６
１４：３７
１４：３８
１４：３9
１４：40
１４：４２
１４：４３
１４：４４
１４：４６
１４：４８
１４：５１
１４：５２
１４：５３
１４：５５
１４：５６
１４：５７
１５：００
１５：０４
１５：０６
１５：０８

１６：３３
１６：２８
１６：２６
１６：２５
１６：２４
１６：２３
１６：２２
１６：２１
１６：２０
１６：１９
１６：１8
１６：１６
１６：１５
１６：１４
１６：１２
１６：１０
１６：０７
１６：０６
１６：０５
１６：０３
１６：０２
１６：０１
１５：５８
１５：５４
１５：５２
１５：５０

JR上総一ノ宮駅東口
関東台
東野中団地前
いちご農園前
円明寺
野中
待山
道祖神
一宮中学校前
宮の裏
玉前神社前
JR上総一ノ宮駅東口
一宮町役場
15区
16区
16区東
海岸広場
海岸区
一宮苑前
船頭給
グリーンウェーブ前
船頭給県営住宅前
宮原
商店街
郵便局前
JR上総一ノ宮駅東口

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

11-38

無料 観
光循環

バス

一宮町をバスでまわる！！
今年の夏にも走りました「無料観光循環バ
ス」を冬に走らせます。今回は、クリスマス
や正月の期間中（21日間）２コースに分か
れて運行します。普段のお買い物などでも
ご乗車できますので、ぜひご利用ください。

1便に乗車

商店街や郵便局などに行く

2便で帰宅
（約1時間）

※午後の場合は3便と4便をご利用ください。

★午前の場合
各コースの利用例各コースの利用例

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

5 Ichinomiya

荘
を
構
え
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
多
く

持
っ
て
い
ま
し
た
。
町
教
育
委
員
会
で
行
な

っ
た
聞
き
取
り
調
査
の
記
録
『
町
民
が
語
る

昭
和
の
一
宮
』（
２
０
０
８
年
）
に
は
中
村

と
の
町
民
の
関
わ
り
が
わ
か
る
「
記
憶
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
の
絵
葉
書
も
一

宮
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

度
々
一
宮
を
訪
れ
て
い
た
中
村
進
午
。
昭

和
14
年
（
１
９
３
９
）
10
月
、
胃
潰
瘍
で
倒

れ
70
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

▲ 中村進午の絵葉書（個人蔵）

中
村
進
午
は
国
際
法
や
外
交
史
な
ど
を
研

究
し
て
い
た
法
学
博
士
で
す
。

明
治
3
年
（
１
８
７
０
）、
中
村
は
旧
高

田
藩
（
現
新
潟
県
）
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
に
は

東
京
帝
国
大
学
を
首
席
で
卒
業
、
大
学
院
入

学
後
、
同
30
年
（
１
８
９
７
）

に
は
学
習
院
大
学
教
授
に
就
任

し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
34
年

（
１
９
０
１
）
に
は
法
学
博
士
と

な
っ
て
い
ま
す
。

中
村
進
午
の
名
を
一
躍
有

名
に
し
た
の
は
、
明
治
36
年

（
１
９
０
３
）
の
「
七
博
士
建け

ん
ぱ
く白

事
件
」
で
す
。
中
村
は
東
京
帝

国
大
学
の
教
授
６
人
と
と
も
に
、

当
時
の
桂
太
郎
内
閣
の
外
交
を

批
判
し
、
対
ロ
シ
ア
武
力
強
硬

路
線
の
選
択
を
迫
り
、
日
露
開

戦
を
主
張
す
る
意
見
書
を
内
閣

に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
受

け
入
れ
ら
れ
た
た
め
か
は
不
明

で
す
が
、
こ
の
翌
年
、
日
露
戦

争
が
始
ま
り
ま
す
。

中
村
は
一
宮
の
老お

い
な
ご

女
子
に
別

【
問
合
せ
】　
教
育
課
　
☎
42
１
４
１
６

中
で
も
、
最
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ

た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
は
、
中
国
で
は
ほ
と

ん
ど
流
通
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
傍
ら
日

本
に
伝
わ
っ
て
、神
奈
川
県
の
金
沢
文
庫
に
、

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
の
存
在
は
、

研
究
者
の
間
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長

ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が

２
０
０
４
年
に
、
澄
観
和
尚
に
つ
い
て
論
文

を
書
こ
う
と
思
い
金
沢
文
庫
に
出
か
け
た
と

こ
ろ
、
原
本
の
コ
ピ
ー
が
作
ら
れ
て
い
て
、

誰
で
も
複
写
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
大

変
驚
い
て
、
早
速
読
ん
で
み

た
の
で
す
が
、
想
像
以
上
に

す
ば
ら
し
い
本
で
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
本
を
再
発
見
し

た
こ
と
や
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
学
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
本
の
「
解
説
」
の
骨
子
は
、
そ
の
折

の
原
稿
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
駒
澤
大
学
時
代
の
先
輩
で
あ
る

林
氏
と
相
談
し
、
林
氏
が
、
本
文
の
校
注
を

詳
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
ほ
ど
立
派

に
出
版
と
な
り
ま
し
た
。
長
く
忘
れ
去
ら
れ

て
い
た
名
著
を
、
千
年
以
上
の
時
を
隔
て
て

再
度
世
に
出
す
作
業
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
、
大
変
な
名
誉
で
す
。
彼
岸
に

お
ら
れ
る
澄
観
和
尚
も
、
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
く
感
じ
ま

す
。

最
近
、
中
国
の
上
海
辞
書
出
版
社
か
ら
、

私
が
編
集
に
携
わ
っ
た
書
物
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
。『「
華
厳
経
綱
要
」
校
釈
』
と
い
う
題

名
で
す
。
中
国
の
唐
時
代
の
僧
・
清
涼
澄
観

和
尚
（
７
３
８
〜
８
３
９
）
の
著
書
『
華
厳

経
綱
要
』
を
活
字
化
し
、
解
説
や
校
注
な
ど

を
加
え
た
も
の
で
す
。
大
学
教
員
だ
っ
た
頃

に
、
中
国
仏
教
の
研
究
者
・
林
鳴
宇
氏
に
提

案
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

清
涼
澄
観
和
尚
の『
華
厳
経
綱
要
』は
、『
華

厳
経
』
と
い
う
お
経
の
思
想
は
ど
う
い
う
も

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
書
い
た
本
で
す
。『
華
厳
経
』

は
、
4
世
紀
頃
ま
で
に
中
央

ア
ジ
ア
で
ま
と
め
ら
れ
た
大

乗
仏
教
の
経
典
で
す
。
釈
迦

が
悟
っ
て
ま
も
な
く
説
い
た

も
の
だ
と
さ
れ
、
仏
教
で
最

も
重
要
な
経
典
の
一
つ
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
量
も
多
く
わ
か
り

に
く
い
の
で
、
5
世
紀
に
中
国
語
に
訳
さ
れ

て
か
ら
、
中
国
の
仏
僧
た
ち
が
研
究
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
澄
観
和
尚
も
そ
の
一
人
で
、

「『
華
厳
経
』
は
、
全
て
の
も
の
は
本
質
的
に

つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
の
だ
」

と
考
え
て
、
修
行
の
手
引
き
に
使
お
う
と
し

ま
し
た
。

彼
の
考
え
方
は
そ
の
後
の
東
ア
ジ
ア
の
仏

教
に
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
日
本
で

は
、東
大
寺
に
そ
の
学
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。

『
華
厳
経
綱
要
』
は
、
澄
観
和
尚
の
著
作
の No.18

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑪
」

中な
か
む
ら村
進し

ん

午ご

（
１
８
７
０
〜
１
９
３
９
）


